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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
そ
の
渦
触
れ
る
べ
か
ら
ず

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
７
８
３
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
鎖
鎌

【
あ
ら
す
じ
】

　
俺
は
死
ん
で
、
名
前
が
な
く
な
っ
た
。
自
分
を
示
す
も
の
は
こ
の
身
体
一
つ
。

で
も
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
。
俺
の
両
腕
に
は
―
―
―
―
―
―
―
―
と
あ

る
忍
者
の
『
武
器
』
が
あ
っ
た
。
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魔
法
世
界
、
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
で
の
戦
い
は
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
た
。

恐
怖
や
驚
愕
と
い
っ
た
も
の
で
な
く
、
物
理
的
に
物
音
が
出
せ
な
い
状
態
に
さ

・
・
・

せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

兵
士
も
指
揮
官
も
例
外
な
く
地
に
伏
せ
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
の
地
面
す
ら
削
ら

れ
て
い
る
。

グ
レ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
、
そ
の
中
央
を
覗
い
て
。

・
・

そ
れ
を
見
た
も
の
は
目
を
疑
っ
た
だ
ろ
う
。

グ
レ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
中
央
に
現
れ
た
も
の
。

『
鎖
』
だ
。

『
鎖
』
は
瞬
く
間
に
球
形
と
な
り
、

―
―
―
―
そ
の
質
量
を
爆
発
さ
せ
、
蹂
躙
を
開
始
し
た
。

橋
の
両
端
を
越
し
、
両
軍
を
巻
き
込
み
な
が
ら
な
お
巨
大
化
す
る
。

数
十
秒
の
蹂
躙
の
後
、
『
鎖
』
は
幻
の
如
く
消
え
、
残
る
は
一
人
の
男
。

「
て
め
え
、
何
も
ん
だ
ぁ
ー
ー
ー
！
！
」

ナ
ギ
・
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
そ
の
男
へ
叫
ぶ
。
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そ
の
男
は
黒
い
服
装
に
身
を
包
み
、
黒
い
髪
を
風
に
な
び
か
せ
て
い
る
。

ま
る
で
覇
気
を
感
じ
な
い
。
そ
れ
で
も
ヤ
バ
い
と
、
自
分
の
勘
が
警
鐘
を
鳴
ら

す
。

「
ナ
ギ
、
大
丈
夫
で
す
か
！
！
」

「
無
事
か
、
ナ
ギ
！
！
」

仲
間
た
ち
が
合
流
す
る
。

そ
の
時
、
初
め
て
男
が
反
応
を
示
し
た
。

「
―
―
―
あ
あ
、
お
前
た
ち
が
『
紅
き
翼
』
か
」

や
は
り
そ
こ
に
威
圧
は
な
い
。
だ
が
、
不
安
は
晴
れ
な
い
。
危
機
感
が
増
し
た

だ
け
だ
。

「
俺
が
誰
、
だ
っ
た
か
。
お
答
え
し
よ
う
」

男
は
そ
う
言
っ
て
、
両
腕
を
振
り
上
げ
た
。
腰
の
武
器
と
い
っ
し
ょ
に
（
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
）
。

「
人
外
異
形
怪
物
集
団
『
ヒ
ト
デ
ナ
シ
』
。
諜
報
暗
殺
部
隊
『
真
庭
忍
軍
』
十

二
頭
領
が
一
人
」
振
り
上
げ
た
両
腕
に
は
『
鎖
』
、
そ
れ
は
腰
の
武
器
、
二
本

の
『
忍
者
刀
』
に
繋
が
っ
て
い
た
。

「
真
庭
喰
鮫
。
人
呼
ん
で
通
称
―
―
―
」

二
本
の
凶
刃
は
光
を
反
射
し
、
鈍
く
煌
め
く
。
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―
―
―
『
微
塵
の
喰
鮫
』
、
た
だ
の
人
外
さ

今
ま
さ
に
、
英
雄
と
人
外
の
永
き
渡
る
戦
い
が
始
ま
っ
た
。
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（
後
書
き
）

一
応
こ
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ス
等
あ
れ
ば
何
と
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
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